
44. 薬剤師外来活動状況調査
研究の概要
がん対策基本計画において、化学療法のさらなる充実とチーム医療の推進が謳わ
れ、専⾨･認定薬剤師等を適正に配置し、患者さんの副作⽤や苦痛に対して継続的に
対応できる診療体制を整備することが⽬標として掲げられています。国⽴病院機構
熊本医療センターでは平成29年6⽉より薬剤師外来を設置し、外来化学療法センタ
ーで注射⽤抗がん剤を投与する患者さんに対する継続的な介⼊および外来で経⼝抗
がん剤を導⼊する腫瘍内科･外科･消化器内科の患者さんへの初回指導を⾏っていま
す。そこで今回、これまでの薬剤師外来における薬剤師の活動状況を調査し、その
効果や問題点を抽出することで、今後の薬剤師外来の質向上に結びつけることを⽬
的とし、観察研究を計画しました。

研究の⽬的と⽅法
本研究では、2017年6⽉1⽇から2018年12⽉31⽇までの間に、国⽴病院機構熊本
医療センター外来化学療法センターで注射⽤抗がん剤を投与した患者さんおよび外
来で経⼝抗がん剤を導⼊した腫瘍内科･外科･消化器内科の患者さんを対象としてい
ます。⽇常診療で得られた臨床データ（年齢、性別、疾患名、抗癌剤投与量、使⽤
した⽀持療法薬、採決結果など）を電⼦カルテから集計します。

本研究の参加について
これにより患者さまに新たな検査や費⽤の負担が⽣じることはありません。また、
研究で扱う情報は、個⼈が特定されない形で厳重に扱います。皆様の貴重な臨床デ
ータを使⽤させて頂くことにご理解とご協⼒をお願いいたします。本研究にご⾃⾝
のデータを使わないでほしいと希望されている⽅、その他研究に関してご質問がご
ざいます際は、末尾の問い合わせ先までご連絡ください。

調査する内容
本研究は、新たに試料･情報を取得することはなく、既存カルテ情報のみを⽤いて実
施する研究です。研究対象者（患者さま）の個⼈情報（⽒名、住所、電話番号、カ
ルテ番号など）は記載せず、対応表を作成して管理しますので、個⼈情報は特定さ
れません。

調査期間
研究期間︓倫理委員会承認後〜2019年3⽉31⽇（調査対象期間︓2017年6⽉1⽇〜
2018年12⽉31⽇）



研究成果の発表
調査した患者さまのデータは、学会や論⽂で発表しますが、個⼈が特定されること
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